
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

補充問題  塾技 55 消化と吸収① 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（兵庫県） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

1（1）ベネジクト液は，ブドウ糖がいくつか結合したものやブドウ糖を検出するときの試薬で，青 

色の液体である。ブドウ糖がいくつか結合したものやブドウ糖を含む溶液に加えて加熱すると，

酸化銅（1）の赤褐色の沈澱ができる（用語チェックｐ195 の 2.ベネジクト液を参照）。 

試験管Ｆでは，デンプンがだ液によってブドウ糖がいくつか結合したものに分解されるため，

ベネジクト液を加えて加熱すると，ベネジクト液の色である青色から，酸化銅（1）の色である

赤褐色に変化する。よって，適切な符号はイとわかる。 イ 
 

（2）① 試験管Ａと試験管Ｂの結果から，デンプンがだ液によって別の物質に変化したことがわか

り，試験管Ｅと試験管Ｆの結果から，その物質とはブドウ糖がいくつかつながったものである

ことがわかる。よって，Ｘに入る適切な符号はア，Ｙに入る適切な符号はカとわかる。 

 Ｘ：ア，Ｙ：カ 

② ア：試験管Ｊの結果から，だ液にはタンパク質を主成分とするゼラチンを消化するはたら

きはないことがわかり，肉の主成分はタンパク質であるため，アは不適切である。 

イ：米の主成分はデンプンであり，試験管Ｃと試験管Ｄの結果から，生のダイコンには米

の消化を助けるはたらきがあり，生のパイナップルには米の消化を助けるはたらきが

ないことがわかる。よって，イは不適切である。 

ウ：試験管Ｋの結果から，生のダイコンには肉の消化を助けるはたらきがあると考えられ

る。よって，ウは不適切である。 

エ：試験管Ｌの結果から，エは適切である。 

 エ 

 

2（1）タンパク質は最終的にアミノ酸に分解される。 アミノ酸 
 

（2）「塾技 55   」より，タンパク質は胃液に含まれる酵素ペプシンによってペプトンに分解

され，さらにすい液に含まれる酵素トリプシンによって，より小さな分子であるポリペプチドに

分解され，最終的に小腸の壁の酵素によってアミノ酸に分解される。一方，脂肪は，胆汁によっ

て乳化（脂肪の粒が細かくなり，水の中に散らばることで消化されやすくなること）され，最終

的にすい液に含まれる酵素リパーゼによって脂肪酸とモノグリセリドに分解される。以上より，

Ｐにはアが，Ｑにはイが，Ｒにはエが入ることがわかる。 Ｐ：ア，Ｑ：イ，Ｒ：エ 
 

（3）胆汁は肝臓でつくられ，消化酵素は含まれていない。 ウ 
 

（4）① Ｍはリンパ管で，再合成された脂肪が入る。 リンパ管 

②      Ｃ 
 

（5）   エ 

答 

解 

塾技 55  補充問題 解答・解説 
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